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SPring-8 赤外放射光を用いた、高温高圧下でのブルーサイト(Mg(OH)2)の赤外吸
収スペクトル測定 

IR absorption spectra of brucite (Mg(OH)2) under high-pressure and high temperature by 
IR synchrotron radiation of SPring-8 
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SPring-8 BL43IR の顕微分光ステーションで、赤外放射光の高輝度性を利用して、高温DAC を用いたブルーサイ
ト(Mg(OH)2)の高温高圧下での赤外吸収スペクトル測定を行った。ブルーサイトは圧力誘起による新しい OH 吸収
ピークを示し、高圧領域で、常圧下とは異なる結晶学的位置を占めるプロトンの存在を示す。300℃12GPa の温度
圧力範囲で赤外吸収スペクトルを測定し、プロトンが異なる位置を占める高圧相の温度圧力範囲を検討した。 
 
 
高輝度光科学研究センター放射光施設SPring8 の赤外ビームラインBL43IR の顕微分光ステーションでは、赤外
放射光の高輝度性を利用して、微小領域での顕微分光が可能である。現在、BL43IR の赤外顕微鏡試料位置では、
赤外放射光の半値全幅10mm 程度の強度分布が得られている。BL43IR の赤外顕微鏡はシュバイツシェルド鏡間の作
業空間が100mm あり、マッピングステージ、フロー式クライオスタット、低温DAC、高温DAC を組み込むことが可
能である。また、DAC を用いた高圧実験では、赤外顕微鏡下でルビー蛍光を測定することが可能である（詳しくは
2000 年合同大会での篠田らの報告を参照）。地球科学の分野では高温DAC を用いた高温高圧下での鉱物の挙動の研
究が行われているが、それらはＸ線回折による研究が主であった。分光学的な研究はＸ線回折では得られない分子
振動・格子振動の情報が得られるので有効である。本大会では、高温DAC を BL43IR の赤外顕微鏡下に設置し、鉱
物の高温高圧下での赤外吸収スペクトル測定例について報告する。 
 用いた高温 DAC は、加圧はレバー式、加熱は DAC シリンダ部全体を外側ヒータで加熱する外熱式（～500℃）
である。外側ヒータに加えダイヤモンド直近にヒータを設置し加熱する 2 段階加熱による方式では 700℃の温度が
安定して発生できる。試料部の温度は、ダイヤモンド直近に位置した熱電対により測定する。発生圧力は、ルビー
蛍光をその場測定することにより測定する。用いたダイヤモンドキュレット面は 0.45mm であった。 
 ブルーサイト（Mg(OH)2）は、含水高圧相 phase A を含む SiO2-MgO-H2O 系の MgO-H2O の端成分であることか
ら、DAC を用いた赤外・ラマン・Ｘ線回折・中性子回折などの手法で高圧下での挙動が研究されている。DAC を用
いた常温高圧下における赤外吸収スペクトルその場測定によると、ブルーサイトは、数 GPa を越える圧力範囲で圧
力誘起による OH 吸収ピークが現れる。このことは高圧側でのプロトンの占める新しい席をの存在を示す。この吸
収ピークは加圧下でのみ観察可能で、常圧下に凍結し観察することはできない。この現象は、Ｘ線や中性子線を用
いた回折法ではとらえられていない。この高圧相の領域を決めるために、高温高圧下での赤外吸収スペクトル測定
を行った。測定範囲の上限は、12GPa、300℃であった。圧力誘起による OH 吸収ピークの温度圧力条件に対する消
長から、高圧側にプロトンが新しい席を占める高圧相の存在が示唆される。 


